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的アセスメントを裏付ける「学習のためのアセスメント (Assessment for Leaming)J や「学習
の学習 (Leaming to leam)J の論理は、未来志向であり学習プロセスや生徒の変容を重視する点
で、グローパル教育の評価方法として有効であることが導かれた。以上を踏まえ、目指すべき資
質及びアセスメント項目の設定の必要から、グローパル教育目標を構成する「知識・理解J r技能・
スキルJ r姿勢・態度・価値観」の 3 つのドメインに即した具体的な指標 30 項目を析出した。






















校の l つである B 校の授業(学校設定科目「国際理解J) において、アセスメントツールとして指
標を活用し、それによって生起する成果や変化を量的・質的に分析した。形成的アセスメントを
基軸に授業計画や評価方法、指導のプロセスに変革を加えたことにより、生徒は学習の進行中に
その目的や自身の学びに自覚的に意義を見出していることが解明できた。
終章「グローパルシティズンシップ育成における指標と形成的アセスメントの役割」では、本
研究で得られた知見とその意義について総合的に論じた。また残された課題として、一般教科へ
発展や、指標の継続的な検討が挙げられた。
〈論文審査の結果の要旨〉
本研究の特徴及び成果は以下の 3 点にまとめることができる。第一に、暖昧になりがちなグロー
バル教育のカリキュラムと実践に関する具体的な提案に成功していることである。現在グローバ
ル教育は、さまざまな教科や特別活動等で実践されているが、本論文では学校設定科目に対象を
絞り、学校全体としてのカリキュラムに位置づいているものに限定した。そのことにより、安定
的に研究を進めることができ、従ってグローバル教育理論を踏まえた指標が提案されたことで、
授業改善における実践的かつ具体的な活用可能性が拡大されたと言える。
第二に、グローパル教育の評価問題に対して新たな知見を提供したことである。これまでの同
種の教育評価は個々の教員の裁量に任され、その内容の統一性や系統性が等閑視されてきた。効
果的で継続的な授業実践の障壁となってきたこうした問題を克服するため、先駆的な授業実践を
分析して、グローパルシティズンシップ育成のための具体的指標を開発した点は高く評価できる。
これは新しい時代のグローパル教育の理念型を提案したとも言え、この種の提案は日々優れた実
践を探求している筆者でなければできない試みであり、その結果提示された 30 項目の評価指標は、
概ね妥当な内容であると確認できる。
第三に、実践の改善に活用しうる 30 項目の指標について数次にわたる調査を通して、その有用
性と活用への具体的方途を提示したことである。特に、指標と形成的アセスメントを導入したア
クションリサーチにより、教師の認識変容や授業改善への移行、及び生徒の学びのプロセスを明
らかにし、理論的知見を実践において活用する方向性を見出したことが特筆に値する。
その一方で残された課題も指摘できる。一つは、実践の改善に活用しうる 30 項目の指標に関す
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る限界で、それらは望ましい理念としては提示できても、それによって評価できる範囲に制約が
残っている点である。数多くの教育実践の事実に裏打ちされた内容項目が挙げられていたならば、
その範囲も明確になり、より望ましい提案ができたのではないか。今後の研究が望まれるところ
である。
もう一つは、グローパル教育に関する概念のさらなる明確化が必要なことである。本論では、
グローパル教育を、環境教育や人権教育、国際理解教育等を包括する概念として使用し、その共
通項を引き出すことで、構成要件を設定しているが、それぞれが基盤とする思想や方向性の違い
をより厳密に検討する必要があった。この点をやや軽く扱ったことで、設定したグローパル教育
の概念の構造が不明瞭になってしまっている。この点の研究も今後望まれるところである。
このように今後乗り越えるべき課題は残されているが、本論文はグローパルシティズンシップ
育成のための指標とアウトカムベースの授業設計及び形成的アセスメントを提唱してグローパル
教育研究に貢献したことは高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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